
 

 ＷＢ Ｃ開幕！見どころや歴史を知って試合を楽しもう!!  
2023年3月8日、いよいよ第5回WBC（ワールド・ベースボール・クラシック）が開幕します！ 

第1回が開催されたのは2006年、その後2009年、2013年、2017年と4年毎に開催され、本来 

第5回は2021年の予定でしたが、新型コロナの影響で延期されていたことから、実に6年ぶりとなります。 

加えて、今回も日本での試合が予定され、1次ラウンドPOOL B、準々決勝が東京ドームで行われること、 

各国チームに現役メジャーリーガーらトップ選手が出場することなどから、例年以上の盛り上がりをみせています。 

第 1回と第2回は日本が 2連覇。第 3回はドミニカ共和国が、第4回はアメリカが優勝しており、日本は 2大会連続で優勝を逃して

はいるものの、ともにベスト4入り。過去4回を通して日本の勝利数は第1位です。 

今大会は大谷翔平やダルビッシュ有、鈴木誠也など 5 人のメジャーリーガーが参戦。さらにシーズン 56 本塁打を達成し史上最年少で

三冠王に輝いた村上宗隆、同じく最年少で完全試合を成し遂げた佐々木朗希、2 年連続投手 5 冠の山本由伸など、そうそうたる選手

が出場予定です。 

歴代最強メンバーとも呼ばれる選手を招集した、栗山監督の采配にも要注目。ぜひ、優勝を奪還してもらいたいですね! 

本選を前に、3月6日7日には大阪と宮崎で強化試合も予定されており、こちらも楽しみです。 

過去最多の20チームが参加する第5回WBCですが、その始まりは1990年代後半からMLB（メジャーリーグベースボール）に所属する

選手が多国籍化していたことを背景に、1930 年からの歴史があるサッカーFIFA ワールドカップのような「野球の世界一決定戦」を求める

ことが強くなったことから、2005年MLB機構とMLB選手会によって立ち上げられました。現在もMLB主導で開催しているため、準決勝と

決勝はアメリカで開催されます。野球ファンならずとも目が離せないWBC。さぁ、間もなく始まります!! 

 

 近頃ちまたで話題の『ChatGPT』とは？ 
『ChatGPT』とは、サンフランシスコに本社を置くOpenAIが昨年11月に公開した、人工知能による会話システムです。 

ユーザーが入力した質問やメッセージに対して、AIが自然な文章で応答してくれます。会話をするだけでなく、文章を 

作成したり、表計算ソフトの関数やプログラミング言語の記述をしたり…といった多くの機能があります。 

例えば、「自治会長の就任挨拶を考えて」などと入力すると、そのまま使える挨拶原稿が表示されたりします。 

OpenAIのWEBサイト（ https://openai.com/blog/chatgpt/ ）にアクセスしてアカウントを作成すれば、誰でも基本無料で利用可能。 

ChatGPTは驚異的なスピードでユーザーを増やし、公開後わずか2ヶ月で1億人を突破したこともニュースになりました。 

サイトは英語表示ですが、日本語で会話を始めるとChatGPTも日本語で応答してくれますので安心してください。 

現時点では公式のスマホ用アプリはありません。スマホで利用する場合もPCと同じようにブラウザを使用します。 

ただ、必ずしも明快な応答ばかりとは限らず、時には迷回答や珍回答、事実と全く異なる回答になることもあります。 

試しに「浦島太郎のあらすじを教えて」と入力してみると、「漁で遭難した浦島太郎が海の神様である老人のいる不思議な洞窟にたどり着き、

そこで大切に育てられるのですが、数年後に故郷に戻ると既に数百年たっており、居場所がなくなった浦島太郎がもらった宝箱を開けると美しい

姫が現れ、二人は結婚して幸せに暮らしました」というハッピーエンドなストーリーになっていました。 

これはこれで楽しめるのですが、レポートなどに活用する場合はファクトチェックが欠かせません。 

ChatGPTは常に進化しています。近い将来、人間の生活や仕事は大きく変わるのかもしれませんね。 

 

 

★チラシ・フライヤー・会社案内・名刺など 

★デザイン制作・印刷 お任せ下さい!! 

★ホームページ制作お任せ下さい!!  

★オリジナルデザインで更新しやすいホームページを！ 

★今あるホームページの編集作業もお任せ!! 
◎ パソコン本体・周辺機器のご購入やパソコントラブル  

ご相談下さい！ 

◎ パソコン教室 無料体験実施中！ 

マデコムのFacebookへの  いいね！お待ちしております 
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